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「
夢
」

年
頭
講
話

年
頭
講
話

　

一
年
三
百
六
十
五
日
の
過
ぎ
ゆ
く

の
は
早
い
よ
う
で
お
そ
い
で
す
。
平

成
二
十
四
年
が
過
ぎ
て
平
成
二
十
五

年
の
新
し
い
年
が
来
て
人
は
い
や
で

も
歳
を
一
つ
送
り
一
つ
迎
え
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
新
し
い
平
成
二
十
五
年
に
何

を
望
み
何
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て

み
よ
う
と
各
種
各
様
の
夢
を
お
持
ち

に
な
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

歳
を
重
ね
ま
す
と
夢
と
現
実
と
の

差
が
大
き
く
我
が
身
や
能
力
に
一
抹

の
寂
し
さ
が
頭
か
ら
足
の
先
ま
で
馳

け
過
ぎ
て
ゆ
き
ま
す
。
自
分
で
老
い

た
こ
と
を
痛
感
し
過
去
が
う
ら
や
ま

し
く
思
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

私
の
書
斎
の
窓
か
ら
庭
の
柿
の
木
に

取
り
残
さ
れ
た
実
が
二
つ
三
つ
枝
に

つ
い
て
い
る
の
を
小
鳥
た
ち
が
懸
命

に
啄
ん
で
い
る
の
を
見
て
い
ま
す
と

生
き
る
と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
を

考
え
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
時
々
大
型

の
鳥
が
飛
来
す
る
と
四
方
八
方
へ
小

鳥
た
ち
は
逃
げ
て
ゆ
き
ま
す
。
逃
げ

る
と
云
う
事
も
啄
む
こ
と
も
生
き
る

手
段
な
の
で
し
ょ
う
が
、
可
哀
想
に

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
唯
小
鳥
た

ち
が
逃
げ
て
ゆ
く
と
き
の
逃
げ
方
を

見
て
い
る
と
単
純
で
は
な
い
よ
う
で

す
し
小
鳥
の
心
の
う
ち
を
考
え
て
や

る
と
大
型
の
鳥
が
憎
ら
し
く
思
い
窓

を
開
け
て
手
を
た
た
き
大
き
な
鳥
を

追
い
や
る
と
、
し
ば
ら
く
す
る
と
小

鳥
た
ち
が
戻
っ
て
来
て
な
に
ご
と
も

な
か
っ
た
よ
う
に
柿
の
実
を
啄
み
は

じ
め
る
の
で
す
が
、
人
の
世
も
よ
く

に
か
よ
っ
て
い
る
と
思
い
な
が
ら
自

然
の
摂
理
の
偉
大
さ
に
感
動
す
る
と

共
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
き
こ
と

に
心
を
打
た
れ
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
自
分
中
心
に

考
え
て
生
活
す
る
と
自
然
の
す
ば
ら

し
さ
を
感
じ
と
る
こ
と
は
出
来
な
い

と
思
う
の
で
す
。
た
と
え
ば
日
々
の

生
活
の
中
の
現
象
は
あ
た
り
ま
え
だ

と
考
え
ま
す
と
見
え
る
も
の
も
見
え

な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自

分
の
考
え
方
や
思
っ
た
事
だ
け
が
正

し
い
と
思
う
人
間
は
人
と
し
て
の
心

や
生
き
る
過
程
を
見
失
っ
て
自
然
か

ら
の
教
え
を
理
解
で
き
ず
、
小
鳥
た

ち
の
よ
う
に
逃
げ
て
も
戻
る
そ
ん
な

生
き
方
が
大
切
な
の
で
は
と
私
は
思

う
の
で
す
。

　

人
は
自
分
の
生
活
の
過
程
で
反
省

と
失
敗
を
繰
り
返
し
そ
の
な
か
に
真

実
や
心
を
発
見
す
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
事
が
人
と
し
て
の
成
長
に
む
す
び

つ
く
と
考
え
る
の
で
す
。「
豊
か
な
」

「
安
全
な
」
生
活
を
人
々
は
望
む
の

で
す
が
、
そ
の
反
面
「
そ
の
日
そ
の

日
の
生
活
が
…
」
と
消
極
的
に
な
っ

て
そ
れ
が
安
全
、
安
定
な
生
活
と

思
っ
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が

こ
れ
も
自
分
を
見
失
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
常
に
自
然
の
中
に
自
分
の
生

活
を
見
い
出
す
努
力
が
大
切
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
自
然
を

よ
く
観
察
す
る
こ
と
と
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ

れ
は
人
も
他
の
動
植
物
も
す
べ
て
大

自
然
の
中
に
生
き
て
い
る
の
で
す
か

ら
人
間
だ
け
の
自
然
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
然
を
愛
す
る
こ
と
は
自
分
を

そ
う
し
て
人
を
愛
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。
新
し
い
年
は
自
然
に
親
し

み
愛
し
日
々
反
省
す
る
こ
と
を
忘
れ

ず
す
ば
ら
し
い
一
年
に
し
た
い
と
思

う
の
で
す
。
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祭
事
暦

◎
毎
月
一
日
・
十
三
日　

月
次
祭

◎
毎
月
十
三
日　

交
通
安
全
祈
願
祭

観
月
祭
（
仲
秋
の
名
月
）

例
　
祭

新
嘗
祭

　

去
る
九
月
十
三
日
、
尾
崎
定
輝
富

山
県
神
社
庁
長
・
県
内
神
社
宮
司
を

は
じ
め
氏
子
・
崇
敬
者
五
十
名
参
列

の
も
と
、
例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
司
の
祝
詞
奏
上
後
、
巫
女
に
よ

る
神
楽
「
浦
安
の
舞
」
が
奉
奏
さ
れ
、

本
年
も
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
ソ
ッ

ト
・
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
」
の
先
導
に
よ
り

「
髙
瀨
神
社
奉
賛
歌
」
を
参
列
者
一

同
で
奉
唱
し
ま
し
た
。

　

御
本
社
に
つ
づ
き
、
功
霊
殿
例
祭

が
斎
行
さ
れ
、
井
波
松
風
会
員
八
名

に
よ
る
吟
詠
「
九
段
の
桜
」
の
奉
納

が
あ
り
、
ご
遺
族
八
十
名
と
と
も
に

御
英
霊
に
感
謝
の
誠
心
を
捧
げ
ま
し

た
。

　

去
る
九
月
二
十
九
日
午
後
六
時
よ

り
、
第
三
回
「
観
月
祭
」
が
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
高
瀬
高
宝
会
に
よ
る
謡

曲
、
巫
女
に
よ
る
神
楽
舞
、
鳳
鳴
ク

ラ
ブ
に
よ
る
雅
楽
の
ほ
か
、
今
年
は

じ
め
て
「
ピ
ュ
ア
燦
ズ
」
に
よ
る
大

正
琴
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
が
上
陸

す
る
前
夜
で
は

あ
り
ま
し
た

が
、
月
明
か
り

の
下
、
仲
秋
の

名
月
を
楽
し
み

ま
し
た
。

【
大
正
琴
】
ピ
ュ
ア
燦
ズ

　

荒
城
の
月
、
昴

【
謡
曲
・
仕
舞
】
高
瀬
高
宝
会

　

仕
舞
「
海
女
」、
謡
「
羽
衣
」

【
神　

楽
】
高
瀬
神
社
巫
女

　

剣
の
舞
、
胡
蝶
の
舞

【
雅
楽
・
管
弦
】
鳳
鳴
ク
ラ
ブ

壹
越
調
音
取
、
武
徳
楽
、
平
調
音

取
、
陪
臚

　

去
る
十
一
月
二
十
三
日
、
新
嘗
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
典
で
は
、
井
波
地
域
中
核
農
業

士
協
議
会
（
池
田
喜
昭
会
長
）
よ
り

献
穀
田
で
収
穫
さ
れ
た
「
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
と
「
白
酒
」
が
、
砺
波
地
区
農

業
協
同
組
合
協
議
会
か
ら
は
幣
帛
が

供
え
ら
れ
、
永
田
喜
一
と
な
み
野
農

業
協
同
組
合
常
務
理
事
が
幣
帛
供
進

使
と
し
て
ご
奉
仕

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の

篤
農
家
表
彰
と
篤

志
者
・
献
穀
田
奉

耕
者
へ
の
感
謝
状

贈
呈
が
あ
り
ま
し

た
。

（
篤
農
家
表
彰
）

　

佐
伯　

重
則　
殿（
高
岡
市
福
岡
町
上
蓑
）

　

松
井　

俊
明　
殿（
南
砺
市
北
市
）

（
感
謝
状
授
与
）

　

西
村　

精
志　
殿（
南
砺
市
坪
野
）

　

開　
　

修
身　
殿（
南
砺
市
高
瀬
）

　

大
和
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
㈱

　
　
代
表
取
締
役
会
長　

村
西
更
新　
殿

（
小
矢
部
市
赤
倉
）

感
謝
の
誠
心
を
捧
げ
ま
し
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去
る
九
月
二

十
二
日
、
南
砺

市
坪
野
の
西
村

精
志
氏
（
奉
耕

者
）
の
献
穀
田

に
於
い
て
、
井

波
地
域
中
核
農

業
士
協
議
会

（
池
田
喜
昭
会
長
）
に
よ
る
「
抜
穂

祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
詞
奏
上
に
つ
づ
き
斎
田
が
祓
い

清
め
ら
れ
、
関
係
者
の
見
守
る
中
、

豊
か
に
実
っ
た
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を

五
名
の
早
乙
女
（
西
村
友
美
さ
ん
、

板
橋
ひ
か
り
さ
ん
、
木
村
紗
都
美
さ

ん
、
沢
田
夏
海
さ
ん
、
木
村
侑
紀
さ

ん
）
に
よ
り
丁
寧
に
刈
り
取
ら
れ
ま

し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た

稲
は
、
十
月
十

七
日
、
伊
勢
の

神
宮
へ
「
神
嘗

祭
」
の
「
懸
税

（
カ
ケ
チ
カ

ラ
）」
と
し
て

奉
献
さ
れ
ま
し

た
。

第36号平成25年1月1日

セ
ン
ダ
ン
電
子
㈱

砺
波
市
庄
川
町
五
ヶ
四
四
〇

TEL（
〇
七
六
三
） 

八
二
―
五
一
三
〇

代
表
取
締
役
会
長　

武
田　

修

代
表
取
締
役
社
長　

武
田
武
美

代
表
取
締
役
社
長　

西
田
明
男

南
部
ス
タ
ジ
オ

越
中
一
宮
髙
瀨
神
社
指
定

株
式
会
社
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン

福

光

屋

TEL　　（
〇
七
六
三

）八
二
―
五
〇
八
二（
ア
ス
モ
店
）

南
砺
市
山
見
一
七
二
〇

八
二
―
〇
七
〇
六（
仕
出
し
部
）

祝
儀
料
理

鮮
魚
・
仕
出
し

あ
づ
ち
や

TEL（
〇
七
六
三
） 

八
二
―
〇
三
六
六

南
砺
市
本
町
三
―
四
八

南
砺
市
山
下
二
七

TEL（
〇
七
六
三
） 

八
二
―
〇
一
三
〇

南
部
ス
タ
ジ
オ

富
山
市
五
福
六
区
一
八
四
五
―
六

TEL（
〇
七
六
） 

四
三
一
―
一
八
五
五

宝
石
・
記
念
品　

富
山
店

献
穀
田
だ
よ
り

　

秋
風
さ
わ
や
か
な
九
月
十
七
日
、「
第

五
十
回
奉
納
剣
道
大
会
」が
開
催
さ
れ
、

砺
波
地
区
の
小
中
高
校
生
の
約
二
〇
〇

名
の
剣
士
に
よ
り
団
体
戦
と
個
人
戦
の

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

試
合
に
先
立

ち
、
拝
殿
で
奉
告

祭
が
斎
行
さ
れ
、

日
本
剣
道
形
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は

五
十
回
記
念
と
し

て
、
頭
に
紅
白
の

風
船
を
着
け
た
二

チ
ー
ム
に
よ
り
、
大
将
の
風
船
を
割
る

「
野
試
合
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

《
団
体
の
部
》
―
敬
称
略
―

▽
小
学
生
男
・
女

　

①
井
波
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

②
庄
川
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
中
学
生
男
子

　

①
庄
西
中
学
校

　

②
福
光
中
学
校

　

③
般
若
中
学
校

▽
中
学
生
女
子

　

①
庄
川
中
学
校

　

②
井
波
中
学
校

《
個
人
の
部
》

▽
小
学
生
男
子

　

①
水
口　

脩
弥
（
井
波
）

　

②
杉
森　

佑
紀
（
井
波
）

　

③
武
田　

将
往
（
井
波
）

　
　

永
田　

晃
久
（
砺
波
）

▽
小
学
生
女
子

　

①
埴
山　

唯
珠
（
Ｂ
＆
Ｇ
砺
波
）

　

②
野
原　

菜
緒
（
砺
波
）

　

③
辻　

乃
々
子
（
庄
川
）

　
　

藤
森　

早
紀
（
庄
川
）

▽
中
学
生
男
子

　

①
丹
川　

浩
太
（
般
若
中
）

　

②
藪　

新
太
朗
（
出
町
中
）

　

③
松
浦　

健
寿
（
城
端
中
）

　
　

五
十
嵐
浩
樹
（
庄
西
中
）

▽
中
学
生
女
子

　

①
青
山　

若
葉
（
井
波
中
）

　

②
青
山　
　

萌
（
井
波
中
）

　

③
神
田
万
里
奈
（
井
波
中
）

　
　

川
瀬　

日
高
（
出
町
中
）

▽
高
校
生
男
子

　

①
斉
藤
光　

利
（
福
野
高
）

　

②
余
西　

宏
斗
（
福
野
高
）

　

③
窪
田　

直
道
（
福
野
高
）

　
　

馬
場　

涼
太
（
砺
波
工
高
）

▽
高
校
生
女
子

　

①
沖
田　

美
咲
（
福
野
高
）

　

②
埴
山　

弥
京
（
福
野
高
）

　

③
水
口　

妃
奈
（
福
野
高
）

　
　

湯
浅　

真
澄
（
福
野
高
）

抜
穂
祭
・
初
穂
曳
奉
仕
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ノ
ビ
ア
デ
サ
ロ
ン
み
た
に

南
砺
市
北
川
一
八
五
二

TEL（
〇
七
六
三
） 

八
二
―
〇
四
二
三

婚
礼
着
付

河
内
屋
菓
子
舗

南
砺
市
本
町
一
の
三
四

TEL（
〇
七
六
三
） 

八
二
―
〇
四
〇
二

御
所
落
雁
本
舗

糸巻

ア

マ

ノ

TEL（
〇
七
六
六
） 

二
四
―
四
一
一
四

高
岡
市
大
手
町
二
―
一
八
（
定
塚
町
通
り
）

㈱
林
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

南
砺
市
本
町
三
丁
目
一
四
番
地

TEL（
〇
七
六
三
） 

八
二
―
〇
二
八
九

ブ
ラ
イ
ダ
ル
サ
ロ
ン

ミ
ナ
ミ
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ

TEL（
〇
七
六
三
） 

二
二
―
六
三
八
八

FAX（
〇
七
六
三
） 

二
二
―
六
三
八
八

全
国
に
あ
な
た
の
花
を
お
届
け
し
ま
す

花
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト

ア
ミュー
店

　

創
始
伝
承

　

そ
の
昔
、出
雲
の
大
己
貴
命（
大

国
主
命
）
が
北
陸
の
地
を
経
営
な

さ
れ
た
と
き
、
命
は
、
自
ら
の
御

霊
を
、
こ
の
高
瀬
の
地
に
祀
ら
れ

た
。
や
が
て
、
命
は
こ
の
地
も
平

定
さ
れ
、
自
ら
の
魂
も
鎮
め
、
こ

の
地
を
守
る
神
と
さ
れ
て
出
雲
へ

帰
ら
れ
た
。

　

こ
の
高
瀬
神
は
、
そ
の
昔
に
高

麗
よ
り
渡
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の

地
へ
お
着
き
の
と
き
に
、御
神
は
、

そ
の
足
袋
を
川
で
お
洗
い
に
な
っ

た
。
そ
の
川
の
流
れ
は
旅
川
と
名

づ
け
ら
れ
て
、
い
ま
も
そ
の
名
が

残
っ
て
い
る
。
こ
の
神
さ
ま
が
、

そ
こ
か
ら
高
瀬
へ
移
ら
れ
よ
う
と

し
た
と
き
、
に
わ
か
に
雨
が
降
っ

て
き
た
。
そ
の
地
を
、
雨
潜
野
村

と
呼
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
伝
承
は
古
く
よ
り
高

瀬
神
社
を
は
じ
め
氏
子
の
方
々
に

語
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に

二
つ
目
の
伝
承
で
は
、
農
耕
生
活

に
関
係
の
深
い
河
川
「
旅
川
」
に

関
す
る
こ
と
や
、
天
候
に
よ
っ
て

名
付
け
ら
れ
た
地
域
「
南
砺
市
雨

潜
」
も
現
存
し
ま
す
。
古
代
か
ら

開
拓
が
進
め
ら
れ
て
い
た
砺
波
地

方
の
南
部
一
帯
に
住
む
人
々
が
、

こ
の
高
瀬
神
を
祀
っ
て
い
た
こ
と

を
如
実
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
髙
瀨
神
社
が
鎮
座
す
る

南
砺
市
高
瀬
は
神
子
畑
・
勧
学
院
・

大
宮
司
町
内
会
で
構
成
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
古
く
は
雨
潜
野
村
を

は
じ
め
八
村
が
「
高
瀬
村
」
と
し

て
組
織
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
昭

和
三
十
四
年
の
町
村
合
併
に
よ
り

「
井
波
町
」
と
「
福
野
町
」
に
分

か
れ
ま
し
た
が
、
現
在
も
「
旧
高

瀬
村
」
と
し
て
初
詣
を
は
じ
め
神

社
の
神
事
行
事
に
ご
奉
仕
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

【
旧
高
瀬
村
】

高
瀬
村
・
南
北
市
村
・
三
清
村
・

森
清
村
・
安
清
村
・
江
田
村
・
雨

潜
野
村
・
野
原
村

　
　
（
権
禰
宜　
長
谷
川
宏
幸
記
）

「
旧
高
瀬
村
の
こ
と
」

シ
リ
ー
ズ

⑬

　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
み
き
た
い
ち　
　
　
　

さ
ん
き
よ

も
り
き
よ　
　
　
　

や
す
き
よ　
　
　
　

え　

だ　
　
　
　

あ
め

く
ぐ
り
の　
　
　
　
　

の
は
ら

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
七
日
、
出

雲
大
社
に
於
い
て
「
く
に
た
ま
の
会
」

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
「
大
国
主
大
神
様
」
を

お
祀
り
す
る
全
国
の
神
社
が
共
に
手

を
携
え
、
御
神
徳
の
宣
揚
と
斯
道
の

発
展
、
そ
し
て
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
す
る
と
共
に
、
御
神
徳
に
結
ば
れ

ま
し
た
氏
子
の
交
流
や
親
睦
を
深
め

る
べ
く
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
五
月
十
日
に
は
出
雲
大
社

「
平
成
の
大
遷
宮
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

く
に
た
ま
の
会
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㈱
ミ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ゼ

TEL（
〇
七
六
三
） 

二
二
―
三
八
八
八

オ
ー
バ
ル

看
板
と
イ
ベ
ン
ト
・
宣
伝
の

㈱
ジ
オ
ミ
ッ
ク
ス

小
矢
部
市
下
中
一
三
八

砺
波
市
庄
川
町
金
屋
一
三
〇
五

広
告
事
業
部　
Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

TEL（
〇
七
六
六
） 

六
七
―
一
八
六
七

TEL（
〇
七
六
三
）  

八
二
―
四
二
二
二

田

島

の

し

店

砺
波
市
本
町
七
―
一
四

TEL（
〇
七
六
三
） 

三
二
―
二
五
二
〇

お
い
し
い
お
菓
子
の
研
究
所

代
表
取
締
役
社
長　

杉
原　

徹

牧
印
刷
　株
式
会
社

TEL（
〇
七
六
三
） 

六
二
―
〇
一
一
二

南
砺
市
理
休
三
三
三
―
一

FAX（
〇
七
六
三
） 

六
二
―
三
八
二
三

「
九
月
」

四
日

　

明
治
神
宮
崇
敬
会

　
　

理
事
長　

男
成　

洋
三

六
日

　

富
山
縣
護
國
神
社

　
　

宮
司　

栂
野　

守
雄

十
日

　

南
砺
市
遺
族
会
井
波
支
部
御
一
同

 

（
清
掃
奉
仕
）

　

南
砺
市
遺
族
会
福
野
支
部
御
一
同

 

（
清
掃
奉
仕
）

十
一
日

　

氏
子
清
掃
奉
仕（
村
総
出
）

　

日
枝
神
社

　
　

宮
司　

平
尾　

旨
明

十
二
日

　

立
正
佼
成
会
御
一
同（
清
掃
奉
仕
）

十
八
日

　

第
五
十
回
奉
納
剣
道
大
会 （
奉
告
祭
）

「
十
月
」

一
日

　

砺
波
高
等
学
校
御
一
同 （
合
格
祈
願
）

十
三
日

　

立
正
佼
成
会
御
一
同（
清
掃
奉
仕
）

　

に
こ
に
こ
サ
ロ
ン
野
新
御
一
同

十
九
日

　

大
門
高
等
学
校
三
年
生
御
一
同

 

一
二
〇
名（
遠
足
）

二
十
二
日

　

大
津
神
社
総
代
会（
飛
騨
市
）

　
　

総
代
長　

熊
崎　

清
二

 

以
下
二
十
三
名

二
十
四
日

　

神
社
庁
砺
波
支
部
御
一
同

 

（
神
宮
大
麻
頒
布
始
奉
告
祭
）

「
十
一
月
」

六
日

　

普
明
会
教
団
高
岡
支
部
御
一
同

十
三
日

　

立
正
佼
成
会
御
一
同（
清
掃
奉
仕
）

二
十
五
日

　

山
寺
日
枝
神
社（
山
形
市
）

　
　

高
見　

秀
也

昨
年
六
月
か
ら
十
一
月
ま
で
ご

婚
礼
の
御
儀
を
執
り
行
わ
れ
た

皆
様
で
す
。（
挙
式
日
、
時
間
順
）

（
六
月
）

三
日 

谷
川　

洋
樹 

 

 

 

茜

 

高
島　
　

裕 

 

 

 

悠
子

九
日 

大
浦　

晴
貴 

 

 

 

佐
知
子

 

上
田　

友
則 

 

 

 

利
華

十
日 

林　

真
一
郎 

 

 

 

真
樹

二
十
三
日 
河
森　

慎
介 

 

 

 

美
波

（
七
月
）

十
四
日 

三
輪　

辰
彦 

 

 

 

亜
貴

三
十
日 

金
田　

裕
志 

 

 

 

記
代
美

（
九
月
）

三
日 

川
崎　

和
博  

 

 

 

裕
子

十
六
日 

新
井　
　

功 

 

 

 

知
沙

 

広
瀬　

元
聡 

 

 

 

清
佳

二
十
二
日 
中
嶋　

慎
治 

 

 

 

麻
里
子

 

木
田　

勝
也  

 

 

 

里
佳

二
十
三
日 
境
野　
　

学 

 

 

 

亜
希
子

二
十
九
日 
飯　
　

貴
弘 

 

 

 

恵

 

此
川　

典
夫  

 

 

 

茜

（
十
月
）

六
日 

猪
瀬　
　

隆 

 

 

 

緑

七
日 

西
川　

政
幸 

 

 

 

幸
子

 

吉
本　
　

誠 

 

 

 

桃
子

十
三
日 

神
下　

康
弘 

 

 

 

亜
樹
子

 

中
嶋　

真
人 

 

 

 

栄

十
四
日 

澤
田　

浩
和 

 

 

 

智
有

二
十
日 

塚
田　

英
樹 

 

 

 

麻
子

 

和
田　

侑
也 

 

 

 

英
里
香

 

河
合　
　

優 

 

 

 

敬
子

二
十
七
日 
坪
本　
　

真 

 

 

 

聡
子

 

中
村　

峰
康 

 

 

 

紀
美
代

 

蓑
口　

雄
大 

 

 

 

悠
加

（
十
一
月
）

三
日 

京
極　

直
大 

 

 

 

浩
美

四
日 

市
山　

博
明 

 

 

 

暁
代

八
日 

藤
井　

大
亮 

 

 

 

芙
美
子

十
日 

影
近　

孝
哉 

 

 

 

千
恵

十
八
日 

市
川　

祐
弥 

 

 

 

佳
子

二
十
四
日 
竹
中　
　

豊 

 

 

 

安
里

 

濵
元　

敬
善 

 

 

 

美
希

 

朝
倉　

拓
実 

 

 

 

知
里

 

﨑
田　

栄
輔 

 

 

 

睦
子

ご
新
郎
ご
新
婦
の
末
永
い
ご
多

幸
と
ご
両
家
益
々
の
ご
繁
栄
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

参

拝

日

誌

抄

参

拝

日

誌

抄

（
平
成
二
十
四
年
九
月
〜
十
一
月
・
敬
称
略
）
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㈲
森
田
電
気
商
会

TEL（
〇
七
六
三
） 

八
二
―
〇
六
九
一

南
砺
市
高
瀬
五
七
三

中
　
村
　
屋

青
果
・
食
材

フ
ル
ー
ツ
ギ
フ
ト

森
田
建
設
株
式
会
社

小
矢
部
市
鷲
島
一
七
五

神
社
仏
閣
建
築
設
計
施
工

　

創
業
文
政
年
間

TEL（
〇
七
六
六
） 

六
七
―
〇
〇
六
九

電
気
設
備　

設
計
施
工

TEL（
〇
七
六
三
） 

八
二
―
〇
〇
三
五

南
砺
市
山
見
四
四
二
―
一

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
た
か
た

あ
な
た
の
街
の
で
ん
き
や
さ
ん

TEL（
〇
七
六
三
） 

八
二
―
〇
二
一
七

南
砺
市
山
下（
井
波
行
政
セ
ン
タ
ー
前
）

代
表
取
締
役

森
田
市
五
郎

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
交
通

　

〇
一
二
〇
―
一
六
九
五
〇
七

と
な
み
野
を
便
利
に
結
ぶ
…
。

本　

社
八
二
―

〇
一
六
九
㈹　
砺
波
営
業
所
三
四
―

一
一
二
二
㈹

　
　
　

八
二
―

〇
五
〇
七
㈹

貸
切
バ
ス
部
八
二
―

八
一
八
八　
　

旅
行
部
八
二
―

七
一
一
一

　

鎮
守
の
杜
を
尊
び
、
厳
か
な
お
気

持
ち
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
皆

様
の
ご
健
勝
を
念
じ
、
心
を
こ
め
て

幸
多
き
一
年
を
祈
願
致
し
ま
す
。

　

大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
天
災
・

人
災
の
国
難
が
続
き
ま
し
た
。
総
選

挙
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
今
、
改
め

て
国
難
を
嘆
い
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、
国
運
を
形

作
る
運
気
に
転

換
・
昇
華
す
る

年
に
し
た
い
と

い
う
強
い
想
い

に
駆
ら
れ
ま

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の

お
宮
で
は
新
年

に
あ
た
り
、
歳
旦
祭
、
元
始
祭
が
執

り
行
わ
れ
、
皇
室
の
弥
栄
、
国
家
の

隆
昌
が
祈
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
国
の
興
亡
と
と
も
に
、
一

人
一
人
の
人
生
に
お
い
て
も
運
気
の

波
が
あ
り
ま
す
。
楽
し
い
時
も
艱
難

に
耐
え
る
時
に
も
身
を
慎
ん
で
い
く

中
で
、
一
人
の
人
間
と
し
て
の
「
人

格
」「
人
柄
」
が
形
成
さ
れ
、
そ
の

人
柄
が
家
族
を
な
し
て
「
家
柄
」
を

創
り
、
そ
の
家
々
が
集
落
と
な
っ
て

「
地
域
柄
」
を
生
み
、
そ
の
地
域
が

集
ま
っ
て
「
国
柄
」
が
醸
成
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
風
土
や
国
柄
に
想

い
を
馳
せ
る
時
、「
で
は
、
ど
う
や
っ

て
国
運
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
」
と
い
う
時
代
が
求
め
る
命
題
に

自
ず
か
ら
突
き
当
た
り
ま
す
。

　

国
運
を
な
す
国
力
と
は
す
な
わ

ち
、
国
民
一
人
一
人
の
運
気
や
力
を

国
民
の
数
だ
け
紡
ぎ
合
わ
せ
た
総
合

力
だ
と
、
近
年
強
く
実
感
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
国
民
そ
れ
ぞ
れ
が

自
主
独
立
の
志
と
勤
勉
を
尊
び
、
子

女
に
生
き
て
い
く
為
の
能
力
を
伝
授

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
国
運
や
国
力

は
体
を
な
し
ま
せ
ん
。
近
代
国
家
を

建
設
し
た
父
祖
達
が
、
自
ら
の
生
存

と
国
家
の
存
亡
を
重
ね
合
わ
せ
て
全

力
で
苦
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
た

人
間
像
を
遺
し
て
い
か
れ
た
よ
う

に
、
今
を
生
き
る
私
達
も
、
自
ら
の

運
気
と
国
運
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
生

き
る
錬
度
を
上
げ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　

本
年
夏
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選
挙

　

比
例
代
表
（
全
国
区
）
に
向
け
て
、

神
道
政
治
連
盟
か
ら
全
国
に
お
け
る

単
独
候
補
と
し
て
ご
推
薦
を
賜
り
ま

し
た
。「
神
道
の
精
神
を
国
政
に
、

日
本
の
心
を
政
策
に
」
と
心
に
刻
み
、

こ
れ
か
ら
も
ま
っ
す
ぐ
に
命
の
重

み
、
家
族
の
き
ず
な
、
国
家
の
尊
厳

を
守
る
活
動
を
全
力
で
進
め
て
参
り

ま
す
。

「
国
運
を
た
ぐ
り
よ
せ
る
年
に
」

神
道
政
治
連
盟
推
薦
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○
「
初
穂
米
」
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

　

南
砺
市
高
瀬

　
　

岩
倉　

勲 

殿

　

九
月
二
十
八
日

○
「
初
穂
米
」
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

　

岐
阜
県
関
市

　
　

小
石
達
人 

殿

　

十
月
二
十
一
日

○
「
神
饌
米
」
一
八
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

　

南
砺
市

　
　

井
波
地
域
中
核
農
業
士
協
議
会 

殿

　

南
砺
市
岩
屋

　
　

西
村
精
志 

殿

　

南
砺
市
高
瀬

　
　

岩
倉
和
弘 

殿

　

十
一
月
二
十
三
日

○
「
国
旗
」
一
流

　

南
砺
市
高
瀬

　
　

大
和
彌
寿
夫 

殿

　

十
二
月
十
五
日

○
「
平
成
二
十
五
年
カ
レ
ン
ダ
ー
」
一
組

　

南
砺
市
高
瀬

　
　

南
砺
市
立
井
波
高
瀬
保
育
園

　
　
　
　
　

園
児
の
皆
さ
ん

　

十
二
月
十
七
日

○
向
拝
第
一
鳥
居
「
大
注
連
縄
」
二
張

　

高
岡
市
戸
出
栄
町

　
　

㈱
老
子
製
作
所

　
　
代
表
取
締
役
社
長　

老
子
秀
平 

殿

　

高
岡
市
吉
久

　
　

㈲
丸
栄
運
輸

　
　
代
表
取
締
役　

桑
本
吉
将 

殿

　

高
岡
市
戸
出
栄
町

　
　

㈱
丸
伸
製
作
所

　
　
代
表
取
締
役　

丸
中
海
信 

殿
　

高
岡
市
角

　
　

ク
リ
ッ
ク
ス
商
事
㈱

　
　
代
表
取
締
役
社
長　

栗
山
郁
也 

殿

　

射
水
市
二
口

　

 

㈱
大
智

　
　
代
表
取
締
役
社
長　

渡
辺
信
作 

殿

　

射
水
市
作
道

　
　

㈱
日
吉
プ
ラ
ン
ナ
ー

　
　
代
表
取
締
役
社
長　

折
橋
康
洋 

殿

　

十
二
月
二
十
日

○
「
干
支
（
巳
）
大
絵
馬
」

　

南
砺
市
山
下

　
　

南
部　

栄 

殿

　

富
山
市
古
鍛
冶
町

　
　

大
谷
美
術
学
園

　
　
園
長　

大
谷
弓
子 

殿

　

十
二
月
二
十
二
日

　
　
　

　
二
月
三
日

　
　
　
　
午
後
三
時
斎
行

　

ご
家
族
お
揃
い
で
ご
参
列
下
さ
い
。

発
行
日　

平
成
二
十
五
年
一
月
一
日　
　

発
行
所　
越
中
一
宮　
髙
瀨
神
社
社
務
所

編
集
人　

浦　

泰　

宏　
　

印
刷
所　

牧
印
刷
株
式
会
社

〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

【
表
紙
写
真
】

　
干
支（
巳
）大
絵
馬
と

　
　
　大
谷
美
術
学
園
の
皆
さ
ん

編
集
後
記

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

い
よ
い
よ
本
年
は
、
伊
勢
の
神
宮
に
お

き
ま
し
て
「
第
六
十
二
回
式
年
遷
宮
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
御
遷
宮
に
む
け
て
、
諸
祭

恙
無
く
斎
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
神
社
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
秋
、
装

い
も
新
た
に
「
新
参
集
殿
」
が
完
成
し
、

伝
統
の
中
に
も
新
風
を
吹
き
込
む
披
露
宴

を
行
う
予
定
で
す
。

　

氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
本
年
の

「
癸
巳
歳
」
も
、
髙
瀨
の
大
神
様
の
御
加

護
を
戴
か
れ
、
病
気
災
難
無
く
、
益
々
お

元
気
に
お
暮
ら
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
衷

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
案
内

節
分
祭
（
豆
ま
き
）

節
分
祭
（
豆
ま
き
）

節
分
祭
（
豆
ま
き
）

奉
　
納

奉
　
納

奉
　
納

戌の日（安産祈願）戌の日（安産祈願）戌の日（安産祈願）

平成25年 厄年・身祝一覧
〈厄年〉 〈身祝〉

※数え年とは、満年齢に誕生日前には２歳、誕生日後には１歳を加えた年齢です。

※男女ともに祝います。

24 2 25
64

26 63

41 48 42 47 43 46

61 28

18 8 19 7 20 6

32 57 33 56 34 55

37 52

61 28

70 19

77 12

80 9

88
15

90 13

99 4

1月8・20日
2月1・13・25日
3月9・21日
4月2・14・26日
5月8・20日
6月1・13・25日

7月 7・19・31日
8月12・24日
9月 5・17・29日
10月11・23日
11月 4・16・28日
12月10・22日

腹帯のお祓いも行いますのでご持参下さい。


